
代
表
質
問

過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用
状
況

問»›

山
武
市
の
町
村
合
併
当
時
と
現
在
の

そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
を
伺
い
ま
す
。

答»›

総
合
政
策
部
長

合
併
当
時
の
平

成
18
年
４
月
の
人
口
は
６
万
１
４
３
人
、
直
近

の
令
和
５
年
２
月
現
在
の
人
口
は
４
万
９
０

１
０
人
で
、
比
較
す
る
と
、
約
17
年
間
で
１
万

１
１
３
３
人︵
約
18
・
５
％
︶の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問»›

過
疎
市
町
村
へ
特
別
に
発
行
が
認
め

ら
れ
た
過
疎
対
策
事
業
債
は
、元
利
償
還
金
の

７
割
が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
な
ど
、財
政
的
に

有
利
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
松
尾
地
域
で
は
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
予
定
な
の

か
伺
い
ま
す
。

答»›

総
合
政
策
部
長

令
和
５
年
度
当
初

予
算
に
お
い
て
は
、松
尾
地
域
に
お
け
る
市
の
施

設
や
道
路
に
係
る
補
修
や
維
持
管
理
に
要
す
る

費
用
の
ほ
か
、企
業
立
地
奨
励
金
や
Ｊ
Ｒ
松
尾
駅

整
備
基
礎
調
査
、三
世
代
同
居
等
支
援
補
助
金

な
ど
の
地
域
振
興
お
よ
び
移
住
定
住
施
策
に
係

る
財
源
と
し
て
の
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
で
き
る
事

業
は
、
令
和
４
年
９
月
策
定
の
山
武
市
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
に
お
い
て
、
産
業
の
振
興

や
生
活
環
境
の
整
備
等
の
分
野
ご
と
に
設
定

し
て
い
ま
す
が
、
事
業
の
追
加
・
修
正
は
可
能

で
す
の
で
、
今
後
、
新
た
に
展
開
す
る
事
業
に

お
い
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
適
切
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
松
尾
地
域
お
よ
び
山
武
市
の

人
口
減
少
対
策
と
な
る
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
形
成
お
よ
び
地
域
活
力
の
さ
ら
な
る
向

上
に
資
す
る
事
業
の
検
討
を
進
め
、
そ
れ
ら
の

事
業
の
財
源
と
し
て
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
松
尾
駅
南
側
の
開
発

問»›

松
尾
駅
周
辺
エ
リ
ア
は
、
松
尾
地
域

の
玄
関
口
で
あ
り
、市
民
の
生
活
拠
点
で
あ
る

駅
は
重
要
な
施
設
と
考
え
ま
す
。人
口
減
少
を

抑
制
す
る
た
め
に
も
、過
疎
対
策
事
業
債
を
活

用
し
、駅
南
側
開
発
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望

し
ま
す
が
、そ
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答»›

総
合
政
策
部
長

松
尾
駅
南
側
の
改

札
口
の
設
置
に
つ
い
て
は
、兼
ね
て
よ
り
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
対
し
、
要
望
お
よ
び
協
議
を
重
ね
て
お

り
、令
和
４
年
度
の
協
議
の
際
に
は
、簡
易
的
な

方
法
で
の
南
側
改
札
口
の
設
置
に
つ
い
て
、
検

討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
令

和
５
年
度
当
初
予
算
に
、
南
側
改
札
口
開
設
に

係
る
基
礎
調
査
費︵
４
３
８
万
円
︶を
計
上
し

ま
し
た
。

一
方
で
、人
口
減
少
に
伴
う
駅
利
用
客
の
減
少

な
ど
、社
会
情
勢
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
維
持

管
理
に
係
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
費
用
対
効
果

を
含
め
、総
合
的
な
観
点
か
ら
、今
後
も
議
論
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

成
田
空
港
周
辺
地
域
に
お
け
る

国
家
戦
略
特
区

問»›

成
田
空
港
周
辺
の
土
地
利
用
規
制
の

緩
和
と
し
て
、国
と
千
葉
県
の
間
で
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
た
国
家
戦
略
特
区
の
提
案
が
、今

後
は
、地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活
用
し
た
も

の
に
な
る
と
伺
い
ま
し
た
が
、そ
の
メ
リ
ッ
ト

や
指
定
地
域
の
範
囲
、今
後
の
流
れ
な
ど
を
伺

い
ま
す
。

答»›

総
合
政
策
部
長

地
域
未
来
投
資
促

進
法
を
活
用
す
る
場
合
、
大
規
模
な
農
地
転
用

で
あ
っ
て
も
、国
へ
の
協
議
が
一
切
不
要
と
な
る

ほ
か
、
国
家
戦
略
特
区
制
度
で
は
必
要
で
あ
る

国
の
事
業
認
定
も
不
要
と
な
り
、
千
葉
県
に
お

い
て
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
。

今
後
、
県
と
空
港
周
辺
市
町
が
共
同
し
、
令

和
５
年
３
月
末
ま
で
に
、
物
流
分
野
を
対
象
と

し
た
国
際
的
な
産
業
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
、

基
本
計
画
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
市
内
に
お
け
る
重
点
促
進
地
域
の
設

定
に
あ
た
っ
て
は
、
高
速
道
路
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
と
な
り
、
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
等
へ
位
置
付
け
る
な
ど
、
投
資
促
進
に
適
し

た
地
域
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

成
東
中
学
校
と
成
東
東
中
学
校

の
今
後

問»›

成
東
中
学
校
の
校
舎
建
替
え
を
優
先

し
、将
来
の
統
合
中
学
校
と
し
て
の
学
校
位
置

に
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
が
、教
育
委
員
会
と

の
協
議
の
経
過
を
伺
い
ま
す
。

答»›

市
長

市
長
就
任
後
、
初
め
て
の
総

合
教
育
会
議︵
平
成
30
年
８
月
開
催
︶
で
は
、

成
東
中
学
校
と
成
東
東
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
た
結
果
、
将
来

的
に
、
こ
の
２
校
の
組
合
せ
で
統
合
す
る
方
向

性
は
一
致
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
統
合
後
の
学
校
位
置
を
成
東
東
中

学
校
と
す
る
現
在
の
計
画
が
、
市
民
の
皆
様

か
ら
十
分
に
賛
同
を
得
ら
れ
て
い
な
い
と
感

じ
た
た
め
、
検
討
す
る
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。総

合
教
育
会
議
で
協
議
を
重
ね
、
な
か
な
か

具
体
的
な
場
所
が
決
ま
ら
ず
に
い
る
中
、
現
在

進
め
て
い
る
成
東
駅
北
側
の
道
路
整
備
の
状

況
を
勘
案
し
た
時
、
現
在
の
成
東
中
学
校
の
位

置
も
、
統
合
校
の
候
補
地
と
し
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
年
１
月
20
日
の
総
合
教
育
会
議

の
場
で
、
成
東
中
学
校
の
校
舎
建
替
え
を
優
先

し
、
将
来
の
統
合
校
と
し
て
、
成
東
中
学
校
を

学
校
位
置
に
し
た
い
と
い
う
具
体
案
を
伝
え
、

１
月
24
日
に
再
度
開
催
し
た
同
会
議
に
お
い

て
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
一
致
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

新政会�北
きた

田
だ

守
まもる

議員
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関
連
質
問

成
東
中
学
校
と
成
東
東
中
学
校

の
今
後

問»›

統
合
後
の
学
校
位
置
等
が
示
さ
れ
て

い
る﹁
山
武
市
立
小
中
学
校
規
模
適
正
化
・
適

正
配
置
基
本
計
画
﹂の
今
後
の
取
扱
い
を
伺
い

ま
す
。

答»›

市
長

本
年
１
月
に
開
催
し
た
総

合
教
育
会
議
に
お
い
て
協
議
し
た
結
果
、
成
東

中
学
校
と
成
東
東
中
学
校
の
統
合
後
の
学
校

位
置
は
、
現
在
の
成
東
東
中
学
校
で
は
な
く
、

成
東
中
学
校
の
校
舎
建
替
を
優
先
し
、
将
来
の

統
合
校
と
し
て
成
東
中
学
校
を
学
校
位
置
と

す
る
方
向
性
が
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
計
画
の
改
正
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
計
画
の
改
正
に
あ
た
り
、
本
年
２
月

26
日
に
地
域
へ
の
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

答»›

教
育
長

前
述
の
説
明
会
を
開
催

し
、地
域
の
皆
様
へ
説
明
を
行
っ
た
う
え
で
、本

年
３
月
の
教
育
委
員
会
会
議
へ
計
画
の
一
部
改

正
に
関
す
る
議
案
を
提
出
す
る
見
込
み
で
す
。

問»›

教
育
委
員
会
が
考
え
る
両
校
の
統
合

時
期
を
伺
い
ま
す
。

答»›

教
育
長

現
時
点
で
は
、
令
和
16
年

よ
り
先
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、今
後
の
生
徒
数
や
そ
の
時
々
の
教
育
制
度

の
変
更
等
を
見
極
め
な
が
ら
、子
ど
も
達
の
教
育

を
受
け
る
権
利
を
最
大
限
に
考
え
、よ
い
教
育
環

境
と
な
る
よ
う
、議
論
・
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問»›

山
武
市
民
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

市
民
税
の
減
収
お
よ
び
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
比
較
を
伺
い
ま
す
。

答»›
総
合
政
策
部
長

山
武
市
民
が
市
外

に
寄
附
を
し
た
金
額
に
応
じ
て
個
人
市
民
税
か

ら
税
額
が
控
除
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
た
め
、

市
税
は
減
収
と
な
り
ま
す
。
減
収
額
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
減
収
分
の
75
％

は
、
地
方
交
付
税
が
補
填
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
本
市
に
入
る
寄
附
金

額
か
ら
返
礼
品
等
に
係
る
経
費
を
差
し
引
き
、

残
っ
た
額
か
ら
地
方
交
付
税
の
補
塡
を
見
込
ん

だ
市
税
の
減
収
額
を
差
し
引
く
と
、令
和
３
年
度

は
約
５
０
０
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問»›

ふ
る
さ
と
納
税
電
子
感
謝
券
の
利
用
状

況
お
よ
び
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
傾
向
を
伺
い
ま
す
。

答»›

総
合
政
策
部
長

令
和
４
年
10
月

の
導
入
後
、
本
年
１
月
末
現
在
で
64
件
、
総
額

１
２
３
万
円
の
寄
附
が
あ
り
、
利
用
で
き
る
店

舗
と
し
て
市
内
33
か
所
の
体
験
型
施
設
や
飲

食
店
等
が
あ
り
ま
す
。

農
地
転
用
お
よ
び
農
振
農
用
地

に
つ
い
て

問»›

農
振
農
用
地
に
係
る
制
度
は
、
農
地

を
守
り
、農
業
を
振
興
し
て
い
く
う
え
で
は
重

要
な
制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

山
武
市
に
お
け
る
現
在
の
状
況
を
伺
い
ま

す
。答»›

産
業
振
興
部
長

本
市
は
、
都
市
計

画
用
途
地
域
を
除
い
た
全
域
が
、
千
葉
県
知
事

の
指
定
す
る
農
業
振
興
地
域
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
、
市
が
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
優
良
農

地
と
し
て
設
定
し
た
農
地
が
農
振
農
用
地
と

な
り
ま
す
。

設
定
要
件
は
、
集
団
的
農
用
地
、
農
業
生
産

基
盤
整
備
事
業
の
対
象
地
、
土
地
改
良
施
設
用

地
、
農
業
用
施
設
用
地
な
ど
と
な
り
、
市
内
農

地
の
約
８
割
が﹁
農
振
農
用
地
﹂と
な
り
ま
す
。

農
振
農
用
地
区
域
は
、
農
業
上
の
利
用
を
確

保
す
る
た
め
に
、
農
地
以
外
の
目
的
で
利
用
す

る
こ
と
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
厳
し
く
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。

問»›

農
業
は
、
本
市
の
主
要
産
業
の
一
つ

で
あ
り
、基
盤
と
な
る
優
良
農
地
を
守
る
こ
と

は
重
要
で
す
。

一
方
で
、
市
内
全
域
の
産
業
振
興
や
成
田
空

港
の
機
能
強
化
な
ど
を
取
り
込
む
た
め
に
も
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
土
地
利
用
を
計
画
し
、既

存
制
度
の
見
直
し
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、今

後
、市
域
全
体
の
農
振
農
用
地
区
域
の
見
直
し

な
ど
は
検
討
さ
れ
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

答»›

産
業
振
興
部
長

農
振
農
用
地
区
域

を
見
直
す
た
め
に
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画︵
農
振
計
画
︶の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

農
振
計
画
は
、お
お
む
ね
５
年
ご
と
の
基
礎
調
査

の
結
果
や
経
済
事
情
の
変
動
、そ
の
他
情
勢
の
推

移
等
に
よ
り
、
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
全
体
見

直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
振
計
画
は
、
農
地
を
守
る
た
め
の
計
画
で

あ
り
、
宅
地
開
発
等
を
誘
導
す
る
た
め
の
計
画

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
回
、
全
体
を
見
直
し

た
平
成
26
年
か
ら
７
年
が
経
過
し
て
お
り
、
本

市
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
等
に
よ
る
農
業

振
興
の
方
向
性
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

見
直
し
時
期
を
含
め
、
そ
の
他
の
行
政
計
画

と
整
合
性
を
図
り
、
全
体
見
直
し
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

新政会�櫻
さくら

田
だ

基
もと

介
すけ

議員

新政会�戸
と

村
むら

勝
かつ

敏
とし

議員
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関
連
質
問

観
光
行
政
に
つ
い
て

問»›

市
内
観
光
資
源
の
活
用
状
況
と
し

て
、
テ
レ
ビ
や
映
画
な
ど
の
市
内
で
の
撮
影
実

績
が
令
和
２
年
度
3₇
件
、
令
和
３
年
度
₆4
件
、

令
和
４
年
度
50
件
で
あ
る
と
北
田
議
員
の
代

表
質
問
に
お
い
て
、確
認
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
撮
影
を
増
や
し
て
い
く
た

め
、
本
市
が
行
っ
て
い
る
具
体
的
な
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答»›

産
業
振
興
部
長

市
で
は
、
テ
レ
ビ

や
映
画
等
の
撮
影
を
数
多
く
実
施
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、魅
力
的

な
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
い
ち
ご
狩
り
を
代
表
す
る

体
験
型
の
観
光
情
報
、
美
し
い
海
岸
情
報
、
地

域
の
特
産
品
情
報
な
ど
を
積
極
的
に
情
報
提
供

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
撮
影
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
た
と
き

に
は
、
制
作
会
社
等
の
要
請
に
対
し
、
市
と
商

工
会
や
観
光
協
会
等
が
連
携
し
、
撮
影
先
へ
の

交
渉
手
続
や
ス
タ
ッ
フ
の
控
え
場
所
の
あ
っ
せ

ん
、
宿
泊
や
昼
食
提
供
先
の
紹
介
な
ど
、
可
能

な
限
り
協
力
し
て
い
ま
す
。

問»›

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
次
の
段

階
と
し
て
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
い
か
に
活
用

す
る
か
が
鍵
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。そ

の
た
め
に
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
呼
び
こ
む

た
め
の
仕
掛
け
や
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
が
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答»›

産
業
振
興
部
長

市
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
の
活
用
は
、
と
て
も
効
果
的
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

事
例
を
挙
げ
る
と
、
山
武
市
・
横
芝
光
町
・

芝
山
町
と
成
田
国
際
空
港
㈱
で
共
に
事
業
展
開

中
の﹁
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
﹂が
あ
り
、
昨
年

11
月
に
横
芝
光
町
を
会
場
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

女
子
旅
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
る
都
内
近
郊

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
数
名
招
待
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
て
、
こ
の
地
域
の
魅
力
発
信
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、本
年
３
月
４
日
に
は
、山
武
市
を
メ
イ

ン
会
場
と
す
る﹁
第
２
回
北
総
里
山
・
里
海
サ

イ
ク
リ
ン
グ
﹂を
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、そ
の

際
も
、
有
名
な
サ
イ
ク

リ
ス
ト
を
招
待
す
る
こ

と
で
、
こ
の
九
十
九
里

地
域
の
豊
か
な
自
然
と

グ
ル
メ
、
す
ば
ら
し
い

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

を
、
広
く
情
報
発
信
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

千
葉
県
誕
生
150
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て

問»›

千
葉
県
誕
生
₁₅₀
周
年
記
念
事
業
補

助
金
を
活
用
し
て
、
本
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な

事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答»›

産
業
振
興
部
長

本
市
で
は
、
ち
ば

文
化
資
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る﹁
山
武
市
サ
マ
ー

カ
ー
ニ
バ
ル
﹂、
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
地
域

農
業
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
行
う﹁
山
武
市
産

業
ま
つ
り
﹂の
２
大
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
、通
常

の
予
算
に
県
補
助
金
を
上
乗
せ
し
、
新
た
な
企

画
内
容
を
充
実

さ
せ
て
、
盛
大

に
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。問»›

今
回
の
事
業
に
お
け
る
、
山
武
市
Ｐ

Ｒ
方
法
お
よ
び
目
的
等
を
伺
い
ま
す
。

答»›

産
業
振
興
部
長

山
武
市
の
豊
か
な

自
然
環
境
で
あ
る
里
山
里
海
を
活
か
し
て
、
県

が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
示
す
ア
ー
ト
・
食
・
音
楽
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
事
業
内
容
を
提
案
し
、

市
民
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
こ
と
で
、
郷
土
へ
の
誇
り
を
高

め
、
山
武
市
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
回
の
記
念
事
業
で
は
、
近
隣
市

町
と
の
連
携
実
施
に
よ
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
九
十
九
里
地
域
の
経
済
活
性
化

と
観
光
振
興
が
図
れ
る
よ
う
、
連
携
事
業
の
実

現
も
視
野
に
入
れ
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

問»›

山
武
市
は
、平
成
1₈
年
に
３
町
１
村

が
合
併
し
て
以
来
、令
和
８
年
で
合
併
20
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、本
市
の
市
制
施
行
20
周
年
記

念
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答»›

市
長

令
和
８
年
３
月
27
日
、
本
市

は
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
記
念
の
節
目
を
祝
う
た
め
の
記

念
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

事
業
内
容
は
、
ま
だ
今
後
の
検
討
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
は
自

粛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
業
が
多
か
っ
た
こ

と
も
踏
ま
え
、
皆
様
方
の
思
い
が
一
つ
に
な
る

機
会
を
つ
く
れ
る
よ
う
な
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
市
と
し
て
20
歳
と
い
う
節
目
の
時
期

を
目
前
に
捉
え
、
自
治
体
と
し
て
、
さ
ら
な
る

成
熟
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
を
捉
え
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
歴
史

と
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
結
び
、さ
ら
な
る
発
展
、

飛
躍
の
契
機
と
な
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

チーバくん

インフルエンサーとは？
主にSNSでの情報発信に
よって世間に対して大きな影
響を与える人物の総称

新政会�渡
わた

邊
なべ

聰
さとし

議員

新政会�齋
さい

藤
とう

昌
まさ

秀
ひで

議員
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